
                
 

   

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で

延
期
に
な
っ
て
い
た
夕
鶴
の
里
第

一

回

運

営

協

議

会

が
七

月

二

十
日
（
火
）
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

会

議

に
先

立

ち
、
南

陽

市

教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
の
山
口

広

昭

課

長

よ
り
、
代

表

し
て
川

合
ひ
さ
子
さ
ん
に
委
嘱
状
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。 

会

議

で
は
、
正

副

会

長

の
互

選
が
行
わ
れ
、
会
長
に
川
合
ひ
さ

子
さ
ん
、
副
会
長
に
白
岩
け
い
子

さ
ん
が
選
出
さ
れ
た
ほ
か
、
令
和

二
年
度
の
事
業
報
告
と
令
和
三

年
度
の
事
業
計
画
が
審
議
さ
れ
、

原

案
ど
お
り
承
認
、
決

定
さ
れ

ま
し
た
。 

 

 
 

          

会 

長 

川
合
ひ
さ
子
さ
ん 

 
 

 
 

 

（
織
物
工
芸
家
） 

 

副
会
長 

白
岩
け
い
子
さ
ん 

 
 

 
 

 

（
民
話
会
ゆ
う
づ
る
会
長
） 

 
委 
員 

武
田
俊
孝
さ
ん 

 
 

 
 

 
（
鶴
布
山
珍
蔵
寺
副
住
職
） 

 
 

 

〃 
 
山
田
和
男
さ
ん 

 
 

 
 

 
 

（
漆
山
小
学
校
長
） 

 
 

 

〃 
 

伊
藤
進
司
さ
ん 

 
 

 
 

 
 

（
夕
鶴
の
里
友
の
会
会
長
） 
 

 
 

〃 
 

大
竹
和
子
さ
ん 

 
 

 
 

 
 

（民
話
会
ゆ
う
づ
る
副
会
長
） 

              

     

漆

山

小

学

校

か
ら
の
要

請

を

受
け
、
七
月
九
日
（
金
）
、
今
年

度
初
め
て
の
出
前
口
演
に
伺
い
ま

し
た
。 

 

民
話
会
ゆ
う
づ
る
よ
り
六
名
が 

出
向
き
、
各
学
年
の
教
室
で
朝
、

十
五
分
程
度
語
り
を
聞
い
て
頂

き
ま
し
た
。 

 

一
年
生
は
、
初
め
て
の
出
前
口

演
な
の
で
、
民
話
の
中
に
出
て
き

た
言
葉
を
質
問
す
る
な
ど
、
す
ご

く
興
味
を
も
っ
て
、
聞
い
て
い
ま
し

た
。 

 

二
回
目
は
十
一
月
に
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

             
 

       

 
 

 
 

 

七

月

十

日

（
土

）
、
夕

鶴
の
里
友
の
会
研
修
会

が
十
七
名
参
加
で
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

今
年
は
午
前
中
の
半

日
コ
ー
ス
で
、
建
高
寺
、

三
堀
観
音
、
薬
師
寺
、

蛙
石
、
十
分
一
山
を
巡

り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

コ
ロ
ナ
禍
で
、
残
念
な

が
ら
一

緒
に
会

食

が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
参
加
者

の
皆
さ
ん
に
、
お
弁
当
を

お
渡

し
し
て
、
解

散

と

言
う
形
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

参
加
者
か
ら
は
、
「
南

陽
市
内
で
身
近
な
場
所

に
あ
り
な
が
ら
、
訪
れ
る

機
会
が
少
な
か
っ
た
り
、

知
ら
な
い
事
も
多
く
、
と

て
も
勉
強
に
な
っ
た
」
と

の
声
を
頂
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

南
陽
市
内
の
歴
史
や

名

所

を
巡

り
、
新

た
な

魅
力
が
再
発
見
で
き
た

研
修
会
で
し
た
。 

               

 

令
和
三
年
度 



第
二
十
一
回 

 

夕
鶴
の
里
語
り
部
養
成
講
座 

     

                      

七
月
十
一
日
（
日
）
、
第
二
十

一
回
夕
鶴
の
里
語
り
部
養
成
講

座
の
一
環
と
し
て
、
講
演
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

今

年

は
、
元

民

話

会

ゆ
う
づ

る
の
長
沢
登
代
さ
ん
に
よ
る
「
語

り
＆
ト
ー
ク
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

当

日

は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ

り
、
語
り
部
ホ
ー
ル
の
収
容
人
数

が
五
十
名
に
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、

来
場
者
は
予
め
予
約
受
付
と
言

う
形
に
な
り
ま
し
た
。 

 

伝
説
民
話
「
鶴
の
恩
返
し
」
か

ら
始
ま
り
、
約
一
時
間
三
十
分

で
十

一

話

の
語

り
を
披

露

し
て

頂
き
ま
し
た
。 

 

民
話
の
他
に
も
、
大
好
き
な
歌

を
会
場
の
皆
さ
ん
と
歌
っ
た
り
、

武
田
正
先
生
と
の
思
い
出
話
も

ユ
ー
モ
ア
い
っ
ぱ
い
に
語
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
武
田
正
先
生
と
の
電

車
の
中
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
出
て
き

た ～
あ
れ
を
見
よ 

 

深
山
の
桜
咲
き
に
け
り 

 
 

真
心
尽
く
せ 

 
 

 

人
知
ら
ず
と
も
～ 

 
 

 

（
松
原
泰
道
氏
作
） 

が
、
凄
く
心
に
残
り
ま
し
た
。 

 

現

役

さ
な
が
ら
の
長

沢

登

代

さ
ん
の
「
語
り
＆
ト
ー
ク
」
は
、
会

場
の
皆
さ
ん
の
心
に
残
る
貴
重
な

時
間
で
し
た
。
長
沢
さ
ん
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

    

六
月
五
日
（
土
）
か
ら
四
回
に

亘
り
開
講
さ
れ
て
い
た
「
第
二
十

一
回
夕
鶴
の
里
語
り
部
養
成
講

座
」
の
閉
講
式
が
、
七
月
十
七
日 

（
土
）
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
、
子
ど
も
の
部
（
小

学
生
二
名
）
、
大
人
の
部
六
名
が

受
講
し
、
閉
講
式
で
は
、
覚
え
た

語

り
を
、
受

講

生

や
講

師

、
保

護
者
の
前
で
披
露
し
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
、
受
講
日
数
が
少
な

く
、
ま
た
、
受
講
生
の
半
数
が
初

参
加
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
、
堂
々

と
し
て
い
て
素
晴
ら
し
い
語
り
で

し
た
。
引
き
続
き
来
年
も
受
講
し

て
頂
き
た
い
で
す
。 

      
    

 
   

     

七
月
二
十
四
日
（
土
）
、
今
年

度

第

一

回

目

の
昔

の
あ
そ
び
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
は
「
押
し
花
で
コ
ー
ス
タ
ー

や
し
お
り
を
作
ろ
う
！
」
で
し
た
。 

 

参
加
者
は
、
押
し
花
を
選
び
、

し
お
り
や
コ
ー
ス
タ
ー
の
台
紙
に 

創
意
工
夫
を
こ
ら
し
て
乗
せ
、
そ

れ
を
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
し
て
作
り

ま
し
た
。 

 

し
お
り
も
コ
ー
ス
タ
ー
も
皆
さ
ん

上
手
に
出
来
ま
し
た
。 

             

〈
夕
鶴
の
里
企
画
展
の 

お
知
ら
せ
〉 

 

～
願
い
と
祈
り
の 

民
間
信
仰
展
～ 

 
 

令
和
三
年
八
月
三
日
（
火
）
～ 

 
 

 
 

 

十
月
七
日
（
木
） 

 

夕
鶴
の
里
資
料
館
三
階 

特
別
展
コ
ー
ナ
ー 

 
 

 

※
入
場
料
は
入
館
料
に 

含
ま
れ
ま
す
。 

表情豊かに民話を語る

長沢登代さん！  

笑顔も素敵でした！  

長沢さんの大好きな「水戸

黄門」の歌を手拍子しなが

ら歌いました。  

語
り
部
養
成
講
座 

 
 

 

閉
講
式 


